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(2 0 0 2 年 7 月 1 2 日) による と
,

1 年間の 簡易鑑定

にお い て 1 人の 鑑定医で 1 0 6 件の 鑑定を行 っ た地

検がある -
一

方 で
,

逆に 3 1 人の 鑑定医が 6 6 件の 鑑

定を行 っ て い た地検 もあ っ た
,
と い う報告があり

,

鑑定結果 に偏りが生 じる可能性も示唆された
.

これ ら の 根底 に は検察側 ･ 鑑定医側双方 に お い

て
,

個人 ･ 県レ ベ ル で の 技量や簡易鑑定 に対する

考え方など の違 い があり
, 今後は鑑定 ･ 検察処分

が正確 か つ 平等に行われるよう司法精神医学を確

立 して い か なければなら な い
.

9　高機能広汎性発達障害に対する治療・教育援

助の試み
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ー

当院で は広汎性発達障害の こ ども の 支援を 3 0

有余年に 渡 っ て 継続 し て い る . 最近
, 広汎性発達障

( P D D ) の こ ども の 来院が激増 し て おり
,
従来 の

体制で は対応 しきれ なく な っ てき て い る . 従来の

個人療法中心 の 援助 で は
,
高機能群 の 対人関係 の

困難 に直接ア プ ロ ー

チ で き な い こ とが 問題と な っ

て い る . また
, 障害は生涯 にわた るもの な の で患者

や親の 自助 グ ル ー プ的 つ ながりを育成する必要が

あるが
,
これも個人療法で は対応で き な い . 以上 の

こ と か ら治療の 構造に グ ル
ー プを導入 し た

. ( 1)

P D D の こ ども本人 に対 し て は S S T を援用 した集

団精神療法
, (2) 家族 ･ 教師に対 し て 心理教育的

ア プ ロ ー チを援用 し た家族教室を
,
それぞれ 2 0 0 1

年 4 月より設置 し た .

その 結果 ,
こども本人 に つ い て は

,
対人関係や会

話の 困難 に対 して
,
グ ル ー プの 中で直接介入 し改

善する こ と が で きた . ま た
,
家族 や教師に対 し て

は
, 系統的なプ ロ グ ラ ム の 中 で

,
必要 な知識を習得

さ せ る と共に
,
家族間の つ ながりが深まり, 自助活

動の育成を援助する こ とが で き た.

以上 の よう な治療 シ ス テ ム の 変容 の
,
治療効果

に 対する客観的な影響 に つ い て の 検討 は今後 の 課

題と し た い
.
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【目的】

P a r o x eti n e ( P A R) の 代謝 に 関与する肝 酵素

c y t o c h r o m e P 4 5 0 ( C Y P) 2 D 6 の 変異ア レ ル と

P A R 用量 が
,

P A R 血 中濃度 に与える影響 に つ い

て検討 し た
.

【対象】

対象は新潟大学医学部附属病院精神科 に外来通

院もしく は入院 し て おり
,
書面 で 同意 の 得 られた

,

P A R 内服中患者 4 8 名 .

ベ ン ゾ ジ ア ゼ ピ ン系薬剤

以外の 併用薬の ある もの
, 身体疾患 の 明ら か なも

の は除外 した .

【方法】

採血 は同
一

処方 で 2 週間以上経過後 にお こ な っ

た
. P A R 血中濃度測定は高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ

ィ
ー

法 ( H P L C) に て お こ な っ た
. C Y P 2 D 6 * 5 ,

C Y P 2 D 6 * 1 0 変異 ア レ ル は末梢血 か ら D N A を抽

出後
,

P C R 法に て 同定 し た.

【結果および考察】

P A R の 各用量 (1 0
,

2 0
,

3 0
,

40 m g / d a y) にお

ける血中濃度 ( 平均 ± S D ) は
,

それぞれ 6 . 1 ±

9 . 7
,

3 8 . 1 ± 3 7 . 7
,

7 5 .9 ± 4 8 .6
,

1 4 1 . 9 ± 1 2 8 .2

n g / m l で あ っ た . 4 0 m g / d a y の P A R 血中濃度 は

2 0 m g / d a y の 血中濃度 と比較 し て約 4 倍で あり
,

P A R 用量 と血中濃度と の 間に は下 に 凸の 曲線回

帰が認 められた
.

C Y P 2 D 6 * 1
,

* 2
,

* 5
,

* 1 0 の ア レ ル 頻度は そ

れぞれ 4 5 .8
,
1 4 . 6

,
3 .1

,
3 6 .5 % であ っ た . 用量 の 異

な る 4 群 ( 1 0
,

2 0
,

3 0
,

4 0 m g / d a y ) に お い て
,

C Y P 2 D 6 変異 ア レ ル 数が 0 個
,
1 個 ,

2 個 の 3 群間

で
,
平均 P A R 血中濃度 の 比較をお こ な っ た . そ の

結果
,

特に低用量群 ( l o n g) で
,

変異 ア レ ル 数 2

個の 群 の 平均 P A R 血中濃度 (6 . 0 ± 4 . 6 n g / m l)


